
 ※新型コロナウィルス感染拡大予防の観点から今年度はＷＥＢ会議中心に実施。事例検討等の意見交換は実施していない。

※来年度はＷＥＢによるグループ討議を検討中。
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10
16
（3）

23
（4）

障害福祉
課

ＷＥＢでつながろう

県内でクラスターが起き、会議ができ
ないため、ＷＥＢ実施に切り替えること
を検討。ＷＥＢ参加のための準備とし
て各事業所とＷＥＢで会議が可能か。
人数参加は見込めるか。

・音が聞こえない、映像がつながらない等あったが、最終的
にはアクセスした方全員の不具合が解消され、ＷＥＢで繋
がることができた。
・今まで時間がなく参加できなかった事業所もＷＥＢ会議に
なったことで参加しやすくなりそうだという意見あり。

・電波が安定していないため、フ
リーズすることあり。
・雑音が入るため、主催者側で全
員ミュートの必要性あり。

11
23
（2）

26
（3）

ハイツふな
き

宇部市障害者安心緊急
支援事業～緊急ショート
について

緊急ショートステイの事業説明や現状
の課題、解決策について意見交換

・相談があっても利用につながらないケースはどのような事
例か。
・金銭管理はしてもらえるのか。
・緊急ショート中の他施設への見学はどのようにしているの
か。

・段差等構造上の理由により、車いす
や歩行器利用の際利用が難しい。
・権利擁護事業を利用するにも短期
間のため利用できず、金銭管理が難
しい。
・他施設への見学は家族が実施。身
寄りのない場合が難しい。

12
16
（12）

17
（13）

宇部市消
費生活セン
ター

消費者被害の防止と見守
り体制づくり

障害者が被害を受けた（受けそうに
なった）消費者被害の現状や相談機
関との連携を含めた対応方法につい
て意見交換

・トラブルの特性、特徴がよくわかった。
・普段と何か違うなと感じたら、本人への声掛けや関係者と
の連携が必要。関係者のネットワークを密に。
・一度被害にあったら、二度、三度続くこともある。
・成年後見制度等を適切に利用していくことも必要。

・ネット等を介しての被害の場合
には、支援者が知りえないことも
あるため、今以上に関係者間の
連携が必要である。

1
21
（2）

23
（4）

ウイズライ
フ創

地域移行支援

精神科病院退院後の地域生活復帰の
支援について、支援付アパートや地域
生活体験事業、地域生活拠点での活
動の紹介、課題や解決方法について
意見交換

・相談があっても利用につながらないケースはどのような事
例か。
・金銭管理はしてもらえるのか。
・知らない場所にいきなり宿泊は不安がないのか。
・８０５０問題とどう向き合っていくのか。ＣＭとの連携が必
要。

・場所見知りもあるので、宿泊前に何
度か日中アパートに過ごすことができ
るとより良い（現在インフォーマルで
実施。）。
・３階のため、利用者によっては利用
が困難なことあり。

2
21
（6）

27
（6）

デイサービ
ス優

高齢障害者へのサービス
について

共生型サービスの内容や現状、課題
について情報共有や意見交換

・６５歳になれば共生サービス利用となるのか。
・６５歳以上で共生型ではなく生活介護利用者がいるのは
なぜか。（他市在住の方。宇部市では６５歳になれば介護
認定を行い、介護保険に移行するよう働きかけている。）
・共生型の指定を受けるハードルは高いのか。
・今回の話でよくわかった。もっと周知していくことが必要で
は。

・ＡＤＬ低下時の介護保険施設への移
行。ケアマネとの連携が必要。
・参加者の中には制度を知らない人も
いたため、制度の周知を今以上にし
ていく必要がある。
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